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数学科シラバス 高校１年 
 

 

１．教科到達目標 

人間を取り巻く環境や、身の回り

で起こる様々な事象に対する科学

的な探究心を持ち、数学で学んだ

力を通して、積極的に社会に還元

する姿勢を養う。 

様々な自然現象・社会現象を数

式・グラフなどを用いて表現

し、様々な数学的技法によって

それを処理し、その結果を解釈

する力を養う。 

数学が社会の様々な分野の基礎

を支えていることを踏まえ、物

事を数学的に解釈し、基礎的な

計算処理を行う力を養う。 

 

Ｓ：想定以上に該当能力の醸成が達成されたと判断されるもの  

Ａ：期待通りに該当能力の醸成が達成されたと判断されるもの  

Ｂ：部分的に該当能力の醸成が達成されたと判断されるもの  

Ｃ：該当の能力の醸成が不十分と判断されるもの 

 

 

 

 

 

２. 学習の到達目標と評価の観点 

（科目） 

数学Ⅰ・数学 A 

単位数 学科・学年・学級 使用教科書と補助教材 

数学Ⅰ 

３単位 

 

数学 A 

２単位 

第１学年 

「改訂版 高等学校 数学Ⅰ」 

「改訂版 高等学校 数学 A」 

数研出版 

「改訂版 クリアー 数学Ⅰ+A」 

数研出版 

「改訂版 高等学校 数学Ⅱ」 

数研出版 

「改訂版 クリアー 数学Ⅱ+Ｂ」 

数研出版 

学習の到達目標 

（１）正弦定理や余弦定理について理解し，それらを平面図形や空間図形の考

察に活用できるようにする。 

（２）整数の性質についての理解を深め，それを事象の考察に活用できるよう

にする。 

（３）整式の乗除法や分数式計算について理解し，等式や不等式が成り立つこ

とを証明できるようにする。複素数まで拡張した 2 次方程式を解くこと及

び，因数分解を利用し高次方程式を解けるようにする。 

（４）座標や式を用いて，直線や円などの平面図形の性質を数学的に表現し，

事象の考察に活用できるようにする。 

（５）指数を正の整数から有理数へ拡張し，指数計算ができるようにする。ま

た指数関数とその特徴について理解し，それらを事象の考察に活用できるよ

うにする。 

（６）微分積分の意味や考え方について理解し，問題解決に活用できるように

する。 
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評価の観点 

＜主体性・多様性・協働性＞ 

三角比、整数の性質、色々な式、図形と方程式、微分・積分における考え方に

関心を持つとともに、それらを事象の考察に活用して数学的な考え方に基づい

て判断できる。 

＜思考力・判断力・表現力＞ 

三角比、整数の性質、色々な式、図形と方程式、微分・積分の考え方におい

て、事象を数学的に考察して表現したり、思考の過程を振り返り多面的・発展

的に考えたりすることなどを通して、数学的な見方や考え方を身につけてい

る。 

＜知識・技能＞ 

三角比、整数の性質、色々な式、図形と方程式、微分・積分における基本的な

概念、原理・法則などを体系的に理解し、基礎的な知識を身につけている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【点数化が難しい課題については、観点別評価とする。】 

Ａ：「十分満足できる」状況と判断されるもの・・・・・100% 

Ｂ：「おおむね満足できる」状況と判断されるもの・・・ 80% 

Ｃ：「努力を要する」状況と判断されるもの ・・・・・ 60% 

Ｄ：未提出，未実施            ・・・・・  0% 



3 

 

３. 学習計画及び評価方法等 

数学Ⅰ 

月 単 元 学習のねらい 学習のポイント，使用教材等 

４

月 

・ 

５

月 

 

 

 

６

月 

・ 

7

月 

（高等学校 数学Ⅰ） 

＜第４章図形と軽量＞ 

三角比 

・三角比の拡張 

三角形への応用 

・正弦定理 

・余弦定理 

・三角形の面積 

・空間図形への応用 

 

 

（高等学校 数学Ⅱ） 

＜第 1 章式と証明＞ 

・式と計算 

・等式・不等式の証明 

 

＜第２章複素数と方程式＞ 

・複素数と 2 次方程式 

（高等学校 数学Ⅰ） 

＜第４章図形と軽量＞ 

三角比の意味やその基本性質につ

いて理解し,三角比を用いた計量

の有用性を認識する。 

 

 

 

 

 

 

（高等学校 数学Ⅱ） 

＜第 1 章式と証明＞ 

＜第２章複素数と方程式＞ 

3 次式に関わる展開や因数分解を

元に,係数における関係に着臆さ

せ二項定理へと導く。 

整式の割り算の仕組みや表し方を

学習し,その後剰余定理因数定理

へ導いていく。 

証明を通じて,数学的な考え方や

論理的思考力を養う。 

（高等学校 数学Ⅰ） 

＜第４章三角比＞ 

（１） 正弦定理や余弦定理につ

いて理解し，それらを用

いて三角形の辺の長さや

角の大きさを求めること

ができる。 

（２） 三角比を平面図形や空間

図形を考察に活用するこ

とができる。 

（高等学校 数学Ⅱ） 

＜第１章式と証明＞ 

＜第２章複素数と方程式＞ 

（３） 三次の乗法・因数分解公

式を使うことができる。

整式の除法や分数式計算

を行うことができる。 

（４） 等式不等式が成り立つこ

とを，式の基本性質や実

数の性質などを用いて証

明することができる。 

（５）複素数の四則演算,2 次方

程式の解の判別,解と係数

の関係を理解する。 

９

月 

・ 

10

月 

 

11 

月 

・ 

12

月 

＜第２章複素数と方程式＞ 

・因数定理と高次方程式 

 

＜第３章図形と方程式＞ 

・点と直線 

・円 

 

 

＜第３章図形と方程式＞ 

・円 

・軌跡と方程式 

＜第３章図形と方程式＞ 

点,直線,円,放物線に対して,方程 

式として表し位置関係を捉えるこ 

とができるようにする。 

軌跡の概念を理解し,座標を用い 

た計算により軌跡を求められるよ 

うにする。 

＜第３章図形と方程式＞ 

（１） 座標を用いて,平面上の

内分外分点や 2 点間の距

離を表すことができる。

また二直線の位置関係に

ついて考察できる。 

（２） 円を方程式で表し,直線

との位置関係などの考察

に活用できる。 

（３） 軌跡について理解し ,

様々な条件のもとで軌跡

を求めることができる。 

１

月 

・ 

２

月 

・不等式の表す領域 

 

＜第５章指数関数 

と対数関数＞ 

・指数関数 

不等式を領域として表すことがで 

きるようにする。線形計画法の手 

法を理解できるようにする。 

 

＜第５章指数関数と対数関数＞ 

累乗の意味を理解し,指数関数の

もつ性質を知り,自然科学などの

分野への興味も同時に深める。 

（１） 不等式の表す領域を求め

たり,領域を不等式で表

すことができる。 

（２） 不等式の領域を実生活の

問題解決に生かすことが

できる。 

＜第５章指数関数と対数関数＞ 

（３） 指数を正の整数から有理

数へ拡張する意義を理解

する。また指数関数とそ

のグラフの特徴について

理解し,事象の考察に活

用できる。 


